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世界史B　　28 東欧・ロシアの絶対王政とポーランド

1,プロイセンとオーストリア	

①プロイセン---ブランデンブルグ選帝侯=(　　　　　　　　　　　)1家=がプロイセン公国を併含	

　フリードリヒl世(位1701~13)は1701年=スペイン継承戦争時=に王号→プロイセン王国	

　　　新教徒を保護⇒首都(　　　　　　　)2は亡命ユグノー=ルイ14世の迫害による=を得て活気	

　フリードリヒ=ヴィルヘルム1世(位1713~40)=兵隊王---軍国主義的な絶対王政	

　　　再版農奴制=農場領主制=の農場を経営する貴族=(　　　　　　　)3=を官僚・将校に　　	

　(　　　　　　　　)4 2世(位1740~86)=大王　「反マキャベリ論」ドイツにジャガイモ栽培を普及	

　　　┌父に反発してフランス文化を愛好=ヴォルテールらの啓蒙主義哲学者と交遊	

　　　　→「君主は国家第一の[　　　　　]5」→内政改革=宗教寛容令(1740)、拷問・(   　　  　)6の廃止など	

　　　└「上からの近代化」と富国強兵に取り組む　→(　　　　　　　)7君主	

　・(　　　　　　　　　)8継承戦争❖a(1740~48)→マリア=テレジアの即位をめぐり	

　　　→(　　　　　　　)9=ポーランド南西部~チェコ北東部の鉱工業地帯=をハプスブルクから奪う	

　　❖a---マリア=テレジアの即位に対してバイエルン王やフランスが異議を唱え，プロイセン、スペインもバイエルン	

　　　　王を支持して戦いになる。マリア=テレジア側はイギリス、オランダ。	

　・(　　　　　　　   )10戦争(1756~63)=イギリスのみの支援→墺・露・仏・スペイン・スウェーデン	

　　　→シュレジエンの領有を確保→領土を約1．5倍とする	

②オーストリア　ハプスブルク家	

　　　┌三十年戦争→神聖ローマ帝国が有名無実化	

　　　└オスマン帝国の第2次[　　　　　　]11包囲❖b(1683)→ポーランド、ドイツ諸邦の支援で撃退	

　　❖b---ハプスブルグ領西ハンガリーで反乱。オスマンに支援を求め、15万の大軍で侵入し包囲。	

1699年　(　　　　　　　)12条約→ハンガリーを領有=オスマンは西欧の領土を大幅に失う	

　　　→多くの民族と広大な領土を支配する「帝国」を保持	

　(　　　　　 　　　)13(墺大公 位1740~80)---ハプスブルクの家督を世襲。皇帝は夫フランツ1世(位1745~65)	


　　　┌内政改革❖cと隣国プロイセンとの戦争遂行	

　　　└七年戦争開始→シュレジエン奪還のため長年敵対した仏、露とむすぷ=(    　　　　    )14草命	


❖c---全土に小学校。各地の(     　　　　 )15で義務教育確立。徴兵制を採用し男子に兵役義務、給与支給。	

　ヨーゼフ2世(位1765~90)=民衆王。フリードリヒ2世を崇拝する啓蒙専制君主の1人。	

　　　┌寛容政策→「宗教(　　　　　)16令(1781)」→ルター派，カルヴァン派、正教徒に等しい権利	

　　　└(　　　　　 　)17解放令(1781)、修道院の解散、貴族の免税特権の廃止など	

　　　中央集権化への反発と貴族の反対→死後に撤回される	

2,ロシア帝国の成立	

モスクワ大公国---(　　　　　　)18 4世(位1533~84)=雷帝　正教会の首長を兼ねる　公式に[      　　　    ]19=皇帝の称号	


　　┌大貴族をテロル=恐怖政治=で虐殺→新しい貴族=氏族=を創設→軍隊の支柱	

　　├中世身分的に自由だった農民→(　　　　　)20=貴族の領地に緊縛⇒農奴制の強化	

　　└(　　　　　　　)21❖dの首長イェルマーク(？~1585?)を使い、広大なシベリアに領土を拡大	

　　❖d---黒海・カスピ海の北岸に移住した人々。コサック=自由人の意=と称し，自衛のため武装化。	

          　ドン=コサックはアゾフ海に注ぐドン川の流域で16世紀に武装集団を形成した人々。	

1613年　ミハイル=ロマノフ(位1613~45)❖eの[　　　　　　　]22朝(1613~1917)	


　　❖e—-1598年リューリク朝断絶後の動乱時代とロシア・ポーランド戦争(1605~18)の渦中でツァーリに16歳で選出。	

ピョートル1世(位1682~1725)=大帝	


　　┌外国人を徴用した西欧化政策=初めて海軍を建設するなど富国強兵、過酷な人頭税、徴兵制	

　　├シベリア支配をすすめ→1689年清朝と(　　　　　　　　　　)23条約=国境策定と通商	

　　├1695年　アゾフ遠征→オスマン帝国とたたかい(　　　　　　)24海に進出	

　　└北方戦争(1700~21)→スウェーデンのカール12世(位1697~1718)=北ヨーロッパ最強	


　　　　→(　　　　　　　　)25=フィンランドの町=条約---ラトヴィア、エストニアなどをロシア領に⇨バルト海支配	


　　⇨ロシア帝国の成立を宣言・バルト海にのぞむ[　　　　　　　　　　]26を建設→首都	

　　　べーリング(1681~1741)に探検を命じ→[        　　　　      ]27海峡=ユーラシア大陸の北東端	


 (　　　　　　　 　)28 2世❖f(位1762~96)  ---フランスの啓蒙思想家らと交遊    啓蒙専制君主の一人	

　　┌法典編纂などの内政の充実　同時に農奴制を推進=貴族の支持を得るため　	

　　└南下政策→オスマン帝国と戦い，クリミア=ハン国を滅ぼし→クリミヤ半島と(　　　　　　　)29に進出	

　　　ラクスマン(1766~？)を派遣→江戸幕府に通商を要求	

　　❖f---ルター派のプロイセン生まれ。15歳でロシア皇太子妃。正教に改宗。7年戦争中1762年にプロイセンと講和し占領地を

返還した夫ピョートル3世(位1762)への近衛将校など軍部のクーデターによって女帝となる。	

[17~18世紀ロシアの農民反乱]	


　　┌(　　　　　　　　　　)30(？~1671)❖gの乱(1670~71)	


　　└(　　　　　　　　　　)31(1742？~75)の乱❖h(1773~75)　　　などの反乱→鎮圧　貴族の権カはかえって強化	

　　❖g---ドン=コサックの生まれ。頭領としてロシア南部で貴族と官僚に対する大規模な抵抗を組織。	

　　❖h---ドン=コサックの生まれのプガチョフが指導したロシア最大の農民反乱。農奴制の廃止を求める。	

3,ポーランド分割	

　ポーランド王国=(　　　　　　)32朝=リトアニア大公(1386~)→1572年に断絶	

　　┌貴族=シュラフタ=(人口の1割)による(　　　　　　)33王政→「ポーランド=リトアニア共和国❖i」(1569~1795)	


　　　　→国王を選挙で選び，議会=セイム=を通じて国政の主導権をにぎる　　	

　　└宗教的に寛容→避難してきた(　　　　　　)34教徒人口が増加=18世紀には人口の1割近くに　　	


❖i ---この参政権をもつ者の比率は名誉革命後のイギリスより大きく、「貴族の共和国」とも呼ばれる。[       　　　　 ]35	


　　戦争に参加せず自国を宗教戦争の惨害から守り、第二次[       　　　    ]36包囲戦ではヤン3世(位1674~96)がオスマン軍	

　　を撃退し、オスマン帝国との抗争の歴史を転換させた。16~7世紀人口、領土でオスマンに次ぐ西欧の大国となる。し	

　　かし外国人候補者を王にしたことや王位継承戦争の結果、周辺諸国の侵略に晒されることとなった。	


1772年　第1回(　　　　　　　　)37分割　→プロイセン・オーストリア・ロシアが領土を奪う	

1791年　王スタニスワフ2世(位1764~95)❖j→ヨーロッパ初の成文憲法「(　　 　　　　　)38憲法❖k」発布	

1793年　第2回分割　ロシアとプロイセン→新憲法を領土拡大の口実にし、新憲法も廃止	

　　　　　タデウス=(　　　　　　　　)39❖l(1746~1817)→義勇軍をひきいてロシアと戦う	

1795年　第3回分割(第1回と同じ3国）⇒ポーランド消滅	

　　❖j—-伯爵家の生まれ。ロシアの後ろ盾で32歳で王に選出。1773年「国民教育委員会」(教育省)設置=世界初。	

    　❖k---三権分立・国民主権(ブルジョワジーの参政権)・宗教的寛容・小作農の権利向上などを掲げた。フランス憲法は9月3日。	

　　❖l---ポーランド将軍。リトアニア貴族の生まれ。1776年から[　　　　　　]40独立戦争に義勇兵として参加しワシントン	

　　　　の副官となる。1793年クラクフで蜂起し抵抗するが，ロシア軍に捕えられる。	


フリードリヒ2世 プガチョフ スタニスワフ2世 コシチューシコマリア=テレジア

・寛容　・黒海　・検閲　・農奴(2)　・言語　・選挙　・外交　・七年　・アゾフ　・ユダヤ　・啓蒙専制　・5月3日　	

・イヴァン　・ヤゲウォ　・ベルリン　・ユンカー　・コサック　・ニスタット　・プガチョフ　・コシチューシコ　	

・オーストリア　・ネルチンスク　・マリア=テレジア　・カルロヴィッツ　・シュレジエン　・エカチェリーナ　	

・ホーエンツォレルン　・ステンカ=ラージン　


